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年
間
休
日
１
４
０
日
!?

あ
る
の
、
そ
ん
な
会
社
…
…

　

他
社
に
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を

教
え
て
下
さ
い
―
―
。
そ
ん
な
質

問
で
始
め
て
い
っ
た
今
回
の
調

査
。
返
っ
て
来
た
答
え
は
千
差
万

別
な
の
だ
が
、
意
外
な
傾
向
が
見

《
２
面
へ
つ
づ
く
》

会社自慢
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ど
う
影
響
す
る
の
か
!?

最
強
買
取
店
の
実
商
談戻

っ
て
く
る
!!
そ
の
③

《23 面 》

《
３・４
面
》

他
店
に
行
っ
た
お
客
様
が

売
れ
て
る
店
の
画
像
処
理
方
法

ワンプラ

ウ
チ
の

《
７
面
中
古
車
輸
出
》

　

世
の
中
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

だ
、
ブ
ラ
ッ
ク
だ
な
ど
と
、
自
社

の
短
所
を
発
信
す
る
の
が
常
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
得
る
も
の

は
な
い
の
で
、
本
紙
で
は
「
ウ
チ

の
会
社
自
慢
」を
取
り
上
げ
た
い
。

「
ウ
チ
の
会
社
は
こ
こ
が
凄
い
！
」

「
他
社
に
は
絶
対
、
こ
こ
が
勝
て

る
！
」
な
ど
自
信
を
持
っ
て
言
え

る
長
所
を
取
材
。
さ
ら
に
ア
ン
ケ

ー
ト
も
実
施
し
た
。
た
だ
し
、
話

を
聞
く
対
象
は
社
長
以
外
に
限

定
。
社
長
の
独
り
よ
が
り
で
は
な

い
、
内
側
の
社
員
が
語
る
本
音
の

ト
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
た
い
。

社
員
に
聞
い
た

だ
か
ら
私
は
辞
め
な
い



２０１６年(平成２８年 )５月１日(日曜日) 本紙のお申込は17面、または電話03（3371）9340まで今すぐ! ２
て
取
れ
た
。
ま
ず
は
紹
介
し

て
い
こ
う
。

「
基
本
給
が
他
社
よ
り
も
圧

倒
的
に
高
い
と
思
う
」（
三

重
県
の
販
売
店
）

「
退
職
金
制
度
が
か
な
り
充

実
し
て
い
る
」（
埼
玉
県
の

販
売
店
）

「
年
間
３
回
、
ボ
ー
ナ
ス
が

貰
え
る
」（
愛
知
県
の
買
取

店
）

「
四
半
期
ご
と
に
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
付
く
」（
東
京
都

の
販
売
店
）

　

う
ら
や
ま
し
い
話
が
続

く
。
こ
れ
ら
の
回
答
は
、
あ

ま
の
時
代
は
、
こ
う
し
た
考

え
方
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
年
間
休

日
１
４
０
日
の
お
店
は
大
阪

府
に
あ
り
、輸
入
車
専
門
店
。

小
規
模
の
お
店
で
管
理
顧
客

が
多
く
、
社
長
が
ガ
ツ
ガ
ツ

し
て
い
な
い
の
で
実
現
で
き

て
い
る
と
か
。
し
か
も
、
こ

れ
だ
け
休
み
が
多
い
と
、
社

員
の
や
る
気
は
自
然
に
出
る

そ
う
だ
。

　

次
は
、
も
う
少
し
抽
象
的

な
話
。

「
運
営
に
つ
い
て
、
自
由
に

や
ら
せ
て
貰
っ
て
い
る
。
ま

た
方
針
、
休
暇
、
ス
タ
イ
ル

な
ど
先
を
見
据
え
た
投
資
を

し
て
く
れ
る
」（
長
野
県
の

販
売
店
）。
こ
ち
ら
の
社
長

は
、
社
員
へ
の
厚
い
信
頼
と

理
解
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

ま
た
、「
全
員
が
同
じ
目

標
に
向
か
っ
て
行
動
を
共
に

し
て
い
ま
す
」（
千
葉
県
の

販
売
店
）
と
答
え
た
会
社
も

あ
っ
た
。
社
長
の
コ
メ
ン
ト

で
は
な
く
、
社
員
が
こ
う
答

え
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
会
社

の
強
さ
を
感
じ
た
。

福
利
厚
生
の
自
慢
話

「
畑
が
自
由
に
使
え
る
」

　

こ
こ
で
、
漠
然
と
し
た
自

慢
話
で
は
な
く
、
福
利
厚
生

に
絞
っ
た
会
社
自
慢
を
紹
介

し
た
い
。

　

一
番
、
多
か
っ
た
の
は
社

員
旅
行
だ
。

「
年
間
１
回
の
社
員
旅
行
」

（
茨
城
県
の
販
売
店
）

「
２
年
に
１
度
、
海
外
旅
行
」

（
栃
木
県
の
買
取
店
）

「
毎
年
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

社
員
旅
行
（
昨
年
は
沖
縄
）」

（
福
岡
県
の
販
売
店
）

る
程
度
、
聞
く
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
た

収
入
面
で
の
自
慢
話
だ
。
た

だ
、
予
想
と
違
っ
て
、
数
は

少
な
か
っ
た
。

　

主
流
を
占
め
た
の
は
、
そ

れ
よ
り
も
休
日
の
話
だ
っ

た
。

「
ウ
チ
は
完
全
週
休
２
日
制

で
す
。
し
か
も
残
業
な
し
が

選
択
で
き
る
シ
ス
テ
ム
」（
兵

庫
県
の
販
売
店
）

　

こ
ち
ら
の
会
社
は
、
社
員

の
定
着
率
も
非
常
に
良
い
そ

う
だ
。

　

ま
た
、「
Ｇ
Ｗ
、
お
盆
、

年
末
年
始
に
大
型
連
休
が
取

れ
ま
す
」（
埼
玉
県
の
販
売

「
色
々
な
国
に
視
察
に
行
け

ま
す
」（
愛
知
県
の
販
売
店
）

　

こ
れ
ら
の
方
は
、
長
所
と

し
て
社
員
旅
行
を
挙
げ
て
い

る
の
だ
が
、
本
紙
は
福
利
厚

生
で
嬉
し
い
と
思
う
こ
と

は
？　

と
聞
い
て
い
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
。
喜
ん
で
旅
行
に

参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

ま
た
、
社
員
が
集
う
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
毎
月

の
給
料
日
に
全
員
で
食
事

会
。
支
払
い
は
全
額
会
社

で
、
そ
の
せ
い
か
、
お
店
は

い
つ
も
焼
き
肉
や
と
ん
か
つ

な
ど
、
肉
食
系
で
す
」（
千

葉
県
の
販
売
店
）

「
年
間
５
回
の
慰
労
会
」（
神

奈
川
県
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
）

「
２
週
間
に
１
度
は
会
社
負

担
で
飲
み
会
を
や
っ
て
い
ま

す
」（
愛
媛
県
の
買
取
店
）

「
毎
月
１
回
の
懇
親
会
を
は

じ
め
、
会
社
主
催
の
食
事
会

は
す
べ
て
会
社
負
担
で
す
」

（
神
奈
川
県
の
買
取
店
）

　

な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

行
事
も
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
が
図
ら

れ
、
満
足
度
が
高
い
こ
と
が

分
か
る
。

　

こ
の
ほ
か
で
は
、「
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
せ
て
く
れ

ま
す
」（
福
井
県
の
販
売
店
）

や
「
ウ
チ
の
会
社
は
、
有
給

休
暇
が
と
り
や
す
い
。
同
業

の
話
し
を
聞
く
と
、
と
く
に

そ
う
思
い
ま
す
」（
岡
山
県

の
輸
出
事
業
者
）
と
い
っ
た

会
社
も
。

　

さ
ら
に
、
社
外
活
動
に
理

解
を
示
す
会
社
は
、
社
員
か

ら
好
評
の
よ
う
だ
。

「
ゴ
ル
フ
や
フ
ッ
ト
サ
ル
な

ど
の
部
活
動
に
は
、
会
社
が

補
助
金
を
出
し
て
く
れ
る
」

ど
も
あ
り
、
買
取
り
店
に
負

け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
よ
」
と
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

な
ら
で
は
の
充
実
し
た
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
制
度
が
あ
る
。

　

ま
た
、
規
模
に
か
か
わ
ら

ず
、
教
育
に
積
極
的
な
販
売

店
も
多
い
。

「
毎
月
１
回
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
先
生
を
招
い
て
勉
強
会

を
し
て
い
る
」（
大
阪
府
の

販
売
店
）

「
挨
拶
や
名
刺
交
換
、
会
話

の
初
歩
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
ウ
チ
の
規
模
で
は
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」（
長
野
県
の
販
売
店
）

「
新
人
教
育
で
す
が
、バ
デ
ィ

制
と
い
っ
て
、
ベ
テ
ラ
ン
と

新
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま

す
。
半
年
間
は
、
絶
対
に
新

人
を
一
人
で
営
業
に
は
出
し

ま
せ
ん
」（
京
都
府
の
販
売

店
）

「
本
読
み
訓
練
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

（
品
質
）
研
修
へ
参
加
し
て

い
ま
す
」（
埼
玉
県
の
販
売

店
）

「
社
内
に
自
動
車
検
定
制
度

が
あ
り
、
そ
れ
に
受
か
る
と

認
定
バ
ッ
チ
や
報
奨
が
貰
え

ま
す
」（
京
都
府
の
販
売
店
）

　

ま
た
、
関
東
で
４
拠
点
を

店
）
や
「
勤
務
時
間
や
休
日

が
自
由
」（
群
馬
県
の
販
売

店
）、
な
か
に
は
「
年
間
休

日
が
１
４
０
日
あ
り
ま
す
」

（
大
阪
府
の
販
売
店
）と
い
っ

た
お
店
や
、「
地
元
・
岸
和

田
祭
り
の
３
日
間
は
臨
時
休

業
」（
大
阪
府
の
販
売
店
）

な
ど
。
非
常
に
理
解
の
あ
る

販
売
店
も
結
構
、
あ
っ
た
。

　

色
々
な
社
員
さ
ん
に
話
を

聞
い
て
い
る
と
、
収
入
面
よ

り
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
重
視

す
る
方
が
多
く
、「
休
日
が

充
実
し
て
こ
そ
や
る
気
も
出

ま
す
。
ウ
チ
の
会
社
は
分

か
っ
て
い
ま
す
よ
！
」
と
い

う
自
慢
の
仕
方
だ
っ
た
。
い

（
東
京
都
の
買
取
店
）

「
会
社
が
畑
を
借
り
て
く
れ

て
い
て
、
社
員
は
そ
こ
を
好

き
に
使
え
る
ん
で
す
よ
。
私

は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ブ
、
ニ

ン
ジ
ン
な
ど
、
家
計
が
助
か

る
作
物
を
育
て
て
い
ま
す
」

（
栃
木
県
の
買
取
店
）

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で

は
、
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
こ
と

に
な
り
、
う
ま
く
作
用
す
れ

ば
社
内
の
雰
囲
気
が
明
る
く

な
る
。
そ
れ
に
よ
る
能
力

ア
ッ
プ
が
無
視
で
き
な
い
と

言
う
、
部
長
ク
ラ
ス
の
話
も

聞
か
れ
た
。

社
内
に
自
動
車
検
定
制
度

一
般
常
識
講
習
は
要
望
多
い

　

次
は
、
社
員
教
育
に
絞
っ

た
自
慢
話
。
中
古
車
販
売
店

は
、
よ
く
小
規
模
経
営
の
会

社
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
社
員
教
育
を
自
慢

す
る
会
社
は
少
な
い
の
で

は
、
と
思
っ
た
の
だ
が
、
ど

う
し
て
ど
う
し
て
、
各
社
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
る
よ
う

だ
。
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
志
す

向
上
心
の
あ
る
企
業
に
は
、

会
社
の
規
模
は
関
係
な
い
。

　

埼
玉
県
の
あ
る
販
売
店
で

は
「
管
理
者
養
成
学
校
へ
入

校
し
て
、
び
っ
し
り
学
ぶ
機

会
を
得
ら
れ
ま
す
」と
話
す
。

こ
ち
ら
の
会
社
は
、
社
員
が

５
名
も
い
な
い
と
い
う
小
所

帯
だ
。

　

一
方
で
、
千
葉
県
の
あ
る

デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
「
メ
ー

カ
ー
が
実
施
す
る
査
定
研
修

に
参
加
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

県
独
特
の
営
業
研
修
や
サ
ー

ビ
ス
研
修
の
ほ
か
、
下
取
り

率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
な

展
開
す
る
買
取
店
で
は
「
毎

週
の
接
客
研
修
の
ほ
か
、
考

え
方
の
研
修
、
査
定
研
修
、

マ
ナ
ー
研
修
」
な
ど
、
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
た
。

　

話
を
聞
い
て
い
て
感
じ
る

の
は
、
社
員
自
身
が
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
対
し
て
前
向
き

で
、
現
状
に
物
足
り
な
い
と

思
っ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う

だ
っ
た
。

　

と
く
に
、
時
事
ネ
タ
を
始

め
と
し
た
一
般
常
識
に
関
し

て
は
要
望
が
多
か
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
。

「
お
客
様
と
の
雑
談
と
し
て

重
要
な
ん
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
か
よ
く
分
か
ら
な
く
て
。

学
べ
る
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」（
大
阪
府
の

販
売
店
）。
別
の
販
売
店
か

ら
も
「
時
事
ネ
タ
な
の
で
毎

週
、
定
期
的
に
実
施
し
て
欲

し
い
く
ら
い
で
す
」
と
い
っ

た
意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

さ
て
、
各
社
の
自
慢
を

色
々
と
紹
介
し
て
き
た
。
こ

こ
ま
で
読
ん
で
、
何
か
一
つ

で
も
参
考
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
幸
い
。
ぜ
ひ
、
自
社

に
採
り
入
れ
て
、
長
所
を
一

つ
で
も
多
く
増
や
し
て
頂
き

た
い
。

《
１
面
か
ら
つ
づ
く
》

販売店スタッフの自慢話で多いのは給料ではなく休日数（写真はイメージ）
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